
武
家
側
に
て
は
比
較
的
に
耀
く
用
ゐ
ら
れ
、
中
に
は
重
要

な
る
牲
質
を
帯
び
π
る
信
書
も
あ
り
。
こ
れ
一
般
的
に
此

折
紙
の
武
家
文
書
こ
し
て
登
達
し
利
用
せ
ら
れ
し
原
因
な

b
o
而
し
て
其
系
統
を
引
き
元
る
九
州
地
方
に
於
て
は
軍

國
多
端
の
折
柄
前
述
の
理
由
を
一
層
適
切
に
戚
じ
把
り
し

も
の
、
即
ち
そ
の
他
の
地
方
に
比
し
て
特
殊
の
登
蓬
を
促

し
だ
る
誘
因
な
り
ε
認
む
O

　
南
北
朝
以
降
此
種
の
折
紙
の
川
蝉
郡
鄙
に
普
及
し
だ
り

し
は
如
上
の
理
歯
の
一
般
的
に
加
は
り
摩
り
し
に
基
き
、

降
っ
て
職
國
時
代
に
至
り
て
は
用
紙
の
貴
重
の
度
を
加
ふ

る
に
件
ひ
て
折
紙
の
折
目
よ
り
切
放
し
陀
る
切
紙
を
生
じ

セ
リ
・
、
現
在
爾
ほ
其
命
脈
を
保
て
る
牢
切
は
即
ち
是
な
り

ε
す
。
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
（
大
正
七
年
五
月
）

武
　
者
　
修
　
行

に

　
　
　
第
三
期
　
単
軌
の
晩
年
（
大
御
所
時
代

　
　
　
　
　
　
　
よ
り
明
治
四
年
迄
）

　
家
齊
の
晩
年
、
殊
に
天
保
年
間
、
水
野
患
邦
の
武
事
旧

慣
の
時
代
以
後
は
武
者
修
行
者
の
数
漸
次
激
聾
し
て
朗
治

四
年
療
寒
樹
懸
の
頃
に
至
る
頗
る
迄
盛
ん
に
行
は
れ
し
が

如
し
。
こ
れ
肚
會
情
勢
の
翁
の
つ
か
ら
然
ら
し
め
し
所
な

　
　
　
第
三
巻
　
　
雄
　
纂
　
　
武
巻
修
行
起
就
て

就
　
て
下

（
下
）

川

潮

う
ゆ
即
ち
彼
の
安
永
七
年
露
入
が
東
蝦
夷
に
認
り
し
以
來

北
遊
の
警
戒
及
び
海
防
の
論
漸
く
起
り
、
次
で
西
方
に
は

文
化
五
年
英
人
の
長
崎
港
に
於
け
る
事
件
あ
り
、
降
り
て

嘉
永
六
年
に
ぺ
μ
り
の
暴
慢
等
邊
警
頻
に
至
り
、
幕
府
諸

侯
は
勿
論
一
般
蝶
類
も
亦
長
夜
の
夢
を
破
ら
れ
、
再
び
武

事
を
働
む
事
を
以
て
急
務
こ
す
る
に
至
h
’
し
結
果
に
外
な

楚
〃
　
一
二
　
肋
伽
　
　
　
吋
ご
一
二
　
　
（
四
六
五
）



第
三
馨
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

ら
ざ
る
べ
し
。

　
例
を
和
歌
山
藩
に
取
ら
ん
に
、
嘉
永
六
年
†
二
月
二
十

五
日
武
術
御
流
儀
の
禁
を
解
き
、
慌
て
安
政
四
年
四
月
廿

日
、
他
流
を
爺
ね
て
稽
古
す
る
こ
ご
を
許
し
、
同
五
年
五

月
三
日
江
戸
に
於
て
他
流
試
合
を
漿
黙
し
、
こ
れ
を
暗
面

に
行
は
し
め
π
り
Q
從
て
武
者
修
行
の
窄
め
に
家
淫
す
る

も
の
あ
れ
ば
こ
れ
を
獣
湿
す
る
ご
共
に
、
自
藩
よ
り
出
で

、
武
者
修
行
を
な
す
も
の
を
悦
ぶ
や
切
な
り
。
其
他
の
諸

藩
亦
略
こ
れ
に
同
じ
か
り
し
か
ば
、
他
流
試
合
大
に
流
行

し
武
者
修
行
者
の
輩
出
し
把
り
し
こ
ご
も
亦
雪
ふ
可
か
ら

す
。
今
典
一
例
を
畢
ぐ
れ
ば
、
久
留
米
藩
の
剣
蓮
師
三
幅

藤
田
新
八
は
二
十
二
才
に
し
て
、
文
政
十
二
年
五
月
よ
り

十
二
月
迄
の
聞
、
両
豊
、
四
國
、
申
國
、
五
畿
内
、
伊
勢

近
江
等
二
†
ケ
國
を
廻
心
修
行
し
て
、
九
百
九
十
八
人
ご

試
合
せ
し
事
は
彼
れ
の
日
記
に
糠
て
詳
し
ぐ
す
る
を
得
。

叉
柳
河
の
藩
士
大
石
進
は
交
政
天
保
の
際
、
長
竹
刀
を
提

げ
て
全
國
を
武
渚
修
行
せ
り
、
彼
れ
の
武
者
修
行
は
穗
川

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
一
二
號
　
　
　
晒
二
四
　
　
（
四
山
一
六
）

・
時
代
を
通
じ
て
行
は
れ
來
れ
る
各
流
各
涙
の
溶
着
の
仕
合

及
び
稽
古
に
、
一
大
革
新
を
促
し
、
所
謂
劔
道
面
の
一
革

命
の
因
を
な
せ
り
こ
い
ふ
も
擾
言
に
あ
ら
す
◎
即
ち
彼
れ

は
六
尺
の
竹
刀
（
刀
身
四
尺
柄
二
尺
）
を
提
げ
て
全
國
を
回

歴
し
、
破
竹
の
勢
を
以
て
各
藩
の
道
管
を
突
破
し
、
逮
に

江
戸
に
入
り
て
、
當
時
江
戸
三
傑
の
稚
め
る
北
辰
一
刀
流

の
開
租
．
千
葉
周
作
ぎ
も
仕
合
を
演
じ
て
、
大
に
之
を
苦

し
め
、
竹
刀
の
試
合
に
か
け
て
は
天
下
に
敵
な
き
の
概
め

り
き
○
厚
意
千
葉
ご
彼
れ
こ
の
試
合
の
賦
究
に
つ
き
て
武

籍
家
の
間
に
傳
へ
ら
れ
た
る
有
名
な
る
逸
話
あ
9
。
そ
は

　
　
大
町
ぬ
陣
μ
例
の
山
ハ
尺
μ
の
竹
刀
を
以
イ
、
し
、
一
†
華
小
は
四
一
十
柑
牌
の
装
瓢
を
扱
て
、
鍾

　
　
ぜ
な
亡
て
之
に
廉
じ
、
互
に
三
二
溢
し
も
蓬
に
勝
貢
を
射
す
ろ
こ
ミ
が

　
　
禺
來
な
か
つ
れ
、
云
々
。

ε
い
ふ
一
事
な
る
が
、
余
輩
は
直
に
此
を
以
て
事
實
談
ご

職
齢
す
能
は
ざ
る
も
、
さ
り
こ
て
全
く
事
實
に
あ
ら
す
ご

否
定
す
る
も
早
計
な
ら
む
。
何
こ
な
れ
ば
當
蒔
竹
刀
の
寸

法
は
三
尺
二
三
寸
乃
至
三
尺
六
寸
を
以
て
普
通
こ
せ
し
に

’



大
石
は
法
外
に
長
き
六
尺
の
竹
刀
を
用
ゐ
紀
り
し
か
ば
、

千
葉
は
一
法
馳
外
に
大
な
る
錬
を
用
ゐ
、
二
棒
の
ア
イ
ロ
ニ

ー
，
の
意
味
に
て
其
相
手
こ
な
り
し
や
も
知
る
べ
か
ら
す
・

又
當
時
は
「
世
の
中
は
斯
（
蚊
）
程
う
る
さ
き
物
は
な
し
・

ブ
ン
ブ
（
丈
選
ご
言
ひ
て
夜
も
寝
ら
塾
ザ
』
太
李
の
眠
を

さ
ま
す
上
喜
撰
（
蒸
氣
船
）
だ
っ
た
四
は
い
で
夜
も
窺
ら
れ

す
」
ご
云
ふ
が
如
き
一
種
の
馴
鹿
的
文
宇
の
盛
ん
に
流
行

し
回
る
時
代
な
る
が
故
に
、
大
石
の
長
竹
刀
に
千
葉
が
窮

ご
把
る
撰
を
調
剰
的
に
時
人
が
案
出
せ
る
話
な
る
や
も
知

る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
そ
は
兎
に
角
、
少
な
く
ご
も
千

葉
が
如
何
に
大
石
の
長
竹
刀
に
苦
し
め
ら
れ
、
又
如
何
に

憲
窮
し
た
り
し
か
を
窺
ひ
知
る
事
を
得
べ
し
σ
千
葉
に
し

て
猶
旧
く
の
如
し
ご
せ
ぱ
、
其
他
の
劔
客
の
事
亦
推
し
て

知
る
べ
き
な
り
。
而
℃
て
其
結
果
目
時
の
劔
客
暴
り
て
長

劔
の
利
あ
る
を
知
り
。
短
劔
を
捨
て
＼
、
何
れ
ポ
）
四
尺
乃

至
六
尺
の
長
竹
刀
を
用
み
る
こ
ご
】
般
に
行
は
れ
、
從
凍

三
流
各
涙
の
始
蛆
が
工
夫
し
、
且
永
く
使
用
し
來
れ
る
竹

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
曲
武
巻
修
行
に
就
て

刀
の
寸
法
は
こ
れ
が
革
め
に
全
く
破
壊
せ
ら
れ
、
眞
劔
の

長
さ
に
比
較
し
て
考
ふ
る
が
如
き
こ
ご
な
く
、
只
管
竹
刀

上
の
轍
歳
に
の
み
心
を
奪
は
れ
て
、
冗
用
を
離
れ
陀
る
長

刀
劔
術
ご
化
し
終
れ
り
ゆ

斯
る
趨
勢
に
つ
き
て
當
時
の
識
者
は
如
何
な
る
意
見
を

有
せ
し
や
、
藤
田
瑛
湖
が
天
保
十
二
年
徳
川
齊
昭
の
圭
命

に
よ
り
て
道
府
せ
し
際
の
見
聞
を
筆
記
せ
る
『
東
湖
見
聞

主
筆
』
の
中
に
い
へ
ら
く
。

　
川
路
広
く
近
來
試
合
劔
徳
盛
ん
仁
行
は
れ
一
世
形
劔
衛
の
中
に
甚
だ
長

　
吾
、
こ
な
い
も
て
捧
手
に
て
曲
測
突
を
い
軸
、
b
ミ
す
る
こ
建
流
行
ぜ
リ
。
　
輔
試
含
［

　
も
か
く
嫁
樽
て
は
叉
實
用
に
蓬
く
形
劔
衛
一
同
臼
の
論
調
け
Q
さ
面
ば

　
其
弊
を
矯
う
に
は
（
中
尋
）
ε
嘆
息
ぜ
り
。
、
彪
も
亦
裳
て
憂
を
同
う
す
ろ

　
三
共
に
慨
嘆
ぜ
り
。
鴎
呼
川
路
斑
謂
識
者

丈
申
の
川
路
は
有
名
な
る
川
路
左
衛
門
尉
聖
護
に
し
て
、

武
藝
に
も
熟
逮
せ
し
入
な
う
。
又
嘉
永
五
六
年
頃
東
湖
が

或
入
に
輿
へ
し
書
簡
の
一
節
に
、

　
拙
塾
阪
武
蕩
身
開
き
長
尾
始
め
相
招
さ
、
批
士
賛
人
誹
來
會
の
慮
云
々
◇

　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
ヒ
　
む
　
む
　
む
　
り
　
つ
　
む
　
ハ
　

　
し
な
い
の
長
に
は
あ
き
れ
携
串
嘱
望
よ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
二
五
　
　
（
四
六
七
）



　
　
　
第
三
餐
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

ε
あ
り
Q
其
他
或
書
安
政
年
聞
に
和
歌
山
に
習
武
蕩
を
新

築
せ
ら
れ
党
る
記
事
を
載
す
る
を
嘱
し
に
、
其
中
、

　
世
間
往
々
千
葉
周
作
、
桃
非
春
三
等
の
流
滋
大
“
行
は
れ
、
砦
長
鱈
を

　
田
川
び
、
裏
ら
他
流
仕
合
成
皿
ん
肖
る
に
”
、
㎝
衝
古
流
に
．
の
み
拘
泥
す
．
へ
か
ら

　
ざ
る
が
敏
鷺
り
云
々

ε
の
記
事
あ
b
、
以
て
識
者
所
見
の
片
鱗
を
窺
ふ
べ
し
。

ざ
れ
ば
幕
府
に
於
て
も
こ
れ
を
放
任
す
る
こ
ご
能
は
す
、

逡
に
安
政
三
年
四
月
、
講
武
所
規
則
一
書
の
中
に
、
　
「
機

は
柄
韮
ハ
総
長
さ
曲
尺
に
て
三
尺
八
寸
よ
り
長
さ
は
不
相
成

云
々
」
な
る
禁
合
を
心
す
る
に
至
れ
り
。
而
か
も
、
文
久

元
治
の
頃
に
至
り
て
は
其
の
弊
烈
々
長
じ
、
各
自
任
意
に

自
営
の
身
体
に
適
す
る
竹
刀
を
製
し
て
こ
れ
を
用
ゐ
、
身

体
媛
少
な
る
者
に
至
り
て
は
、
鳥
刺
竿
の
如
き
細
長
き
竹

刀
を
用
み
る
に
至
れ
り
。
大
正
の
今
E
爾
三
尺
八
寸
を
以

て
普
通
の
寸
法
こ
な
す
は
、
恐
ら
く
安
政
三
年
四
月
に
幕

府
が
酸
し
に
る
禁
令
に
其
標
準
を
採
り
し
も
の
な
る
べ
し

こ
れ
を
既
往
の
眞
劔
に
等
し
き
三
尺
一
ご
二
寸
許
の
撹
を
以

　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
二
山
ハ
　
（
鳳
凱
ハ
八
）

て
普
通
こ
せ
し
時
代
ご
比
較
す
る
ご
き
は
、
大
石
の
武
者

修
行
の
劔
道
界
に
與
へ
し
影
響
の
除
波
ご
蕎
節
す
こ
ご
を

得
べ
し
、
大
石
の
武
者
修
行
の
平
馬
の
極
め
て
大
な
る
も

の
あ
り
し
ご
同
時
に
、
當
時
の
肚
會
状
態
が
、
斯
く
も
賢

用
を
離
れ
把
る
竹
刀
上
の
試
合
勝
負
に
の
み
走
り
で
、
本

家
の
目
的
ご
遠
ざ
か
ら
む
ご
す
る
一
大
傾
向
を
有
し
覚
り

し
こ
ご
を
記
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
換
言
す
れ
ば
當
時
の
肚

會
猴
態
が
か
、
る
傾
伺
風
潮
を
惹
起
せ
ん
こ
す
る
機
に
達

せ
し
時
、
大
石
の
武
者
修
行
あ
り
て
一
層
此
機
運
を
促
進

す
る
の
導
火
線
こ
な
b
、
こ
れ
が
具
騰
的
に
長
竹
刀
の
流

行
こ
な
り
し
も
の
な
る
こ
ご
を
注
意
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。

　
　
　
第
四
期
　
明
治
四
年
、
療
藩
琶
縣
）
以

　
　
　
　
　
　
　
後
天
今
迄

　
幕
末
以
來
、
明
治
四
年
療
藩
滑
縣
の
断
行
せ
ら
る
、
頃

迄
の
武
藝
の
歌
態
は
別
に
異
状
な
か
り
し
も
、
を
れ
以
後

は
急
蓮
の
墾
化
を
見
π
り
し
が
如
し
こ
れ
飯
時
西
洋
交
明

の
輸
入
に
忙
は
し
く
、
政
府
の
方
針
も
亦
一
部
の
人
を
除



ぎ
し
里
民
の
大
部
分
も
皆
世
才
の
大
勢
に
支
配
せ
ら
れ
、

世
は
西
洋
交
明
崇
奔
の
高
潮
に
達
し
て
醤
物
破
壊
の
傾
向

を
呈
し
搾
り
し
な
り
◎
是
に
於
て
古
事
の
武
術
の
如
き
も

前
古
に
比
な
き
悲
運
に
際
沸
せ
り
、
然
る
に
此
世
愛
に
遭

う
て
衣
食
に
窮
し
π
る
武
士
に
し
て
多
少
武
術
を
心
得
し

者
は
撃
斜
懸
ε
霧
す
る
一
種
の
興
行
を
創
め
、
東
京
淺
草

公
園
奥
山
を
根
盤
こ
し
て
各
地
方
を
巡
業
し
、
・
以
て
糊
口

の
資
ご
す
る
こ
ご
起
れ
b
o
旧
説
に
は
彰
義
隊
の
勇
士
榊

原
健
士
口
が
斯
道
再
興
の
目
的
を
以
て
創
め
花
る
顧
畢
な
り
こ

い
へ
り
。
さ
れ
ご
彼
等
の
大
部
分
は
斯
る
特
志
の
人
に
て

は
あ
ら
ざ
り
し
こ
沈
静
を
容
れ
す
。
當
時
京
都
に
於
て
も

此
く
の
如
き
興
行
的
の
撃
創
會
な
る
も
の
屡
々
開
か
れ
馬

取
申
に
は
武
藝
の
紳
聖
を
汚
す
の
嫌
め
る
よ
り
其
名
聡
の

み
を
墾
化
し
て
或
は
鞍
馬
躍
り
こ
塗
し
、
或
は
只
稽
古
ご

翻
し
て
木
戸
銭
を
取
り
、
暗
転
撃
剣
會
を
暴
行
し
π
る
も

の
も
あ
り
、
又
一
名
撃
創
芝
居
ご
歯
す
る
も
の
は
法
螺
貝

を
吹
き
、
陣
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
町
廻
り
を
な
し
、
飛
入

　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

勝
手
次
第
ご
し
、
其
内
の
勝
利
を
得
し
も
の
に
は
反
物
の

賞
を
懸
け
、
其
他
種
々
の
方
法
を
講
じ
て
世
人
の
注
意
を

惹
ピ
・
事
を
務
め
、
其
試
合
は
槻
客
の
拍
手
吉
事
を
博
す
こ

ご
を
旨
こ
せ
し
が
如
し
、
九
州
地
方
に
は
朋
治
廿
七
八
年

頃
ま
で
此
撃
剣
芝
居
の
巡
業
を
見
π
り
き
．
而
か
も
こ
れ

亦
一
種
の
團
隊
的
武
潜
修
行
の
一
種
に
し
て
、
昔
の
浪
人

者
が
食
腺
を
求
め
ん
が
爲
め
に
武
者
修
行
を
な
せ
る
ご
比

較
し
て
、
興
昧
の
心
々
駆
る
を
畳
ゆ
、
當
時
は
叉
個
人
的

の
武
者
修
行
も
行
は
れ
し
か
ご
多
く
は
衣
食
の
資
を
得
る

爲
め
の
廻
國
に
て
、
技
術
及
び
心
急
の
練
磨
，
を
唯
】
の
目

的
こ
す
る
者
は
甚
だ
稀
れ
な
り
し
が
如
し
β

・
然
る
に
日
清
載
箏
後
、
蘇
に
日
露
職
役
以
來
は
、
武
者

修
行
本
來
の
旨
的
忙
る
技
術
の
鍛
練
及
び
出
逢
修
養
を
目

的
ご
す
る
廻
國
修
行
が
、
其
数
に
於
て
は
荷
ほ
甚
だ
少
し

ご
は
い
へ
、
再
び
復
興
の
機
蓮
に
向
へ
る
が
如
し
、
武
術

鳴
門
學
稜
卒
業
前
の
生
徒
が
各
地
方
に
毎
年
一
飼
宛
修
學

舟
行
の
名
義
を
以
て
廻
國
修
行
す
る
が
如
き
、
又
昨
年
三

　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
こ
し
～
　
（
四
山
ハ
九
）



第
三
巻
　
　
維
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

月
来
軍
戸
由
主
戦
生
徒
が
將
綾
引
率
の
下
に
数
週
間
、
京

都
に
創
道
の
修
行
に
來
り
し
が
如
き
、
同
四
月
第
＝
商
等

婚
儀
生
徒
及
び
同
校
欝
身
の
東
京
帝
國
大
學
々
生
等
を
以

て
組
織
せ
る
彌
生
會
が
武
者
修
行
團
を
組
織
し
て
入
洛
し

我
京
都
帝
臨
大
平
及
び
第
三
高
等
三
稜
の
聯
合
軍
ご
技
を

角
せ
し
が
動
き
、
叉
熊
本
暴
走
專
門
照
校
生
徒
が
同
十
月

よ
b
十
一
月
に
亘
り
て
笹
島
、
岡
山
、
瀞
戸
、
大
阪
、
京

都
等
の
諸
學
綾
へ
創
道
修
行
の
爲
め
武
者
修
行
團
を
組
織

し
來
り
し
が
如
き
皆
之
を
覚
す
べ
し
。
最
後
に
省
一
例
畢

ぐ
べ
き
も
の
あ
り
。
そ
は
講
道
館
四
段
前
田
光
世
氏
の
世

界
横
行
柔
蓮
武
者
修
行
の
一
事
な
り
こ
す
、
彼
れ
は
朋
治

三
十
七
年
十
一
月
柔
道
を
海
外
各
地
に
辛
め
ん
目
的
に
て

渡
米
し
て
よ
り
以
來
米
國
、
莫
國
、
自
耳
義
、
西
班
牙
、

玖
馬
、
墨
西
嵜
等
の
新
禽
大
陸
及
び
大
西
洋
上
の
島
國
に

至
る
ま
で
廻
挿
し
、
到
る
腱
の
拳
鹿
家
等
ε
式
、
技
を
岡
は

し
て
柔
道
の
名
説
を
轟
か
し
把
ゆ
し
が
、
こ
は
實
に
世
界

的
の
も
の
に
て
、
彼
の
見
聞
軍
書
の
記
事
に
見
ゆ
る
諸
國

第
三
號
　
　
一
二
八
　
（
四
七
〇
）

修
行
の
兵
法
者
戸
田
一
刀
齋
が
天
正
六
年
七
月
相
州
三
浦

三
崎
の
浦
に
來
・
り
し
唐
人
十
官
な
る
彼
の
地
の
兵
法
の
名

人
ご
試
合
し
て
、
大
に
日
本
武
術
の
各
藩
を
揚
げ
π
り
し

に
比
す
れ
ば
、
其
差
男
殺
も
番
な
ら
す
。

　
以
上
第
二
期
よ
り
第
四
期
大
正
の
今
日
に
至
る
乱
で
の

朕
況
を
概
括
し
て
考
ふ
る
ご
き
は
、
第
一
武
器
は
眞
創
眞

槍
の
如
き
も
の
を
用
み
る
こ
ご
な
く
、
叉
蕩
所
及
び
試
合

の
歌
選
も
大
に
職
國
時
代
の
そ
れ
ご
は
相
異
な
る
も
の
あ

る
を
知
る
べ
き
な
り
、
、
換
言
す
れ
ば
、
第
二
期
以
後
の
武

者
修
行
の
状
況
は
各
期
各
多
少
の
相
異
め
る
も
、
お
し
な

べ
て
第
一
期
に
比
し
大
に
其
殺
伐
な
る
分
子
を
鐡
じ
π
り

こ
い
ふ
こ
ご
を
得
べ
し
、
さ
り
こ
て
、
こ
れ
を
以
て
第
二

期
以
後
の
武
者
修
行
は
危
瞼
分
子
全
く
除
去
せ
ち
れ
、
．
型

試
合
、
遊
事
同
前
の
も
の
な
り
ご
断
ず
る
は
麗
な
る
謬
見

な
り
こ
す
、
現
A
ユ
隠
里
市
内
に
現
住
し
、
今
樹
ほ
竹
刀
を

揮
っ
て
劒
上
敷
授
の
任
に
當
り
つ
、
あ
る
大
日
本
武
徳
會

範
土
太
田
禰
龍
氏
が
明
治
四
年
一
月
桃
井
春
臓
門
下
の
激



授
監
連
累
吉
郎
鈴
木
音
藏
外
四
五
名
に
て
河
内
、
野
津
、

和
泉
、
伊
賀
、
伊
勢
の
各
藩
を
経
て
東
海
道
を
下
b
東
京

に
出
で
佐
倉
、
水
戸
魁
ま
で
武
者
修
行
を
試
み
し
下
襲
談

申
に
『
其
頃
の
武
者
修
行
ご
云
へ
ば
、
遣
…
場
で
相
手
を
殺

し
て
も
過
失
で
濟
む
だ
も
の
で
、
從
っ
て
此
方
は
命
懸
け

で
あ
る
、
又
先
方
で
も
後
臼
の
誤
解
並
に
紛
擾
を
避
け
る

爲
め
、
若
し
相
手
が
一
人
旋
で
あ
っ
だ
時
は
、
之
を
謝
絶

す
る
事
に
な
っ
て
居
つ
π
、
勿
論
我
々
も
命
を
投
げ
出
し

て
か
》
つ
泥
の
で
す
』
云
々
。
就
中
激
職
を
極
め
π
の
は
伊

賀
の
上
野
ご
伊
勢
の
津
の
相
馬
で
、
凄
し
い
大
喧
嘩
を
行

っ
把
も
の
で
、
相
手
は
委
細
構
は
す
前
を
突
く
、
脇
を
突

く
、
凶
暴
狼
籍
甚
に
血
戦
話
合
ご
云
ふ
事
が
あ
b
ま
す
が

成
程
全
身
血
塗
れ
の
大
騒
ぎ
、
其
上
一
勝
広
遠
に
必
ず
組

打
ち
こ
云
ふ
始
末
、
又
野
手
も
面
位
こ
ら
れ
て
も
、
更
に

柔
術
で
締
め
上
げ
る
こ
い
ふ
前
置
噛
チ
ヤ
ン
ト
刺
子
の
儒

神
を
着
て
、
首
筋
に
ぶ
ら
下
り
、
勝
負
は
こ
れ
か
ら
で
す

ご
云
ふ
て
放
さ
ぬ
な
ご
、
そ
れ
は
一
恐
ろ
し
い
程
の
有

　
　
　
第
三
管
　
　
離
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

蝶
で
あ
っ
π
、
’
折
よ
く
奥
州
小
松
の
藩
士
で
十
合
ε
云
ふ

儒
者
が
其
庭
に
居
っ
て
、
我
々
に
同
情
し
、
巧
く
や
っ
て

藩
士
等
の
直
隠
を
制
し
た
機
で
あ
っ
だ
、
そ
れ
か
ら
道
蕩

を
引
上
げ
る
ご
、
大
勢
押
し
か
け
て
、
此
度
は
酒
で
猛
烈

、
な
る
攻
撃
、
我
々
の
手
足
は
盃
を
か
、
ゑ
る
に
も
手
が
上

ら
ぬ
檬
に
痛
み
、
且
疲
れ
て
お
る
が
、
そ
れ
で
も
、
や
は

り
廉
ん
に
飲
ん
だ
も
の
だ
、
其
主
な
ご
は
殊
に
殺
風
景
で

危
瞼
で
あ
っ
元
が
、
先
き
の
十
合
ご
云
ふ
人
が
、
一
人
で

他
者
を
制
し
て
、
早
く
皆
の
者
を
露
し
、
自
分
丈
け
居
慶

り
、
今
夜
は
叢
に
一
泊
せ
す
、
今
か
ら
直
ち
に
出
回
せ
よ

ご
拗
め
て
く
れ
、
自
分
で
も
途
中
ま
で
我
々
を
見
途
っ
て

く
れ
る
ご
云
ふ
次
第
で
、
辛
く
も
親
藩
を
免
る
、
こ
ご
が

出
歯
沈
、
叉
失
敗
し
党
の
は
下
総
の
佐
倉
で
あ
っ
た
東
京

を
立
つ
時
、
桃
井
先
生
か
ら
懇
々
注
意
を
受
け
て
充
分
承

知
し
て
居
な
が
ら
助
骨
の
二
枚
目
を
折
む
れ
π
、
あ
三
つ

ご
思
ふ
間
も
な
く
其
蕩
に
落
命
し
π
、
時
の
佐
倉
の
師
範

は
夏
目
巴
云
ふ
男
で
、
自
勢
が
お
面
ご
や
つ
泥
時
に
、
…
態

第
三
號
　
　
一
二
九
（
四
七
一
）



7

　
　
　
漿
ミ
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

ご
之
を
打
π
せ
て
響
い
て
、
ぐ
つ
ご
計
b
脇
腹
を
刺
し
π

の
で
あ
る
も
こ
の
満
身
の
カ
を
軍
め
た
竹
刀
の
尖
が
、
一

枚
目
ご
三
枚
目
こ
の
間
に
挾
ま
っ
て
、
遽
に
二
枚
昌
の
助

骨
が
折
れ
π
の
で
あ
る
急
報
の
傳
は
る
ε
共
に
、
藩
か
ら

は
早
速
使
者
が
馨
り
、
お
氣
の
毒
で
あ
る
ご
云
っ
て
い
ろ

く
ε
手
掛
を
受
け
π
が
、
併
し
是
は
前
に
も
言
つ
π
通

り
、
表
面
の
禮
儀
に
過
ぎ
す
し
て
、
墨
書
各
藩
こ
も
道
警

に
於
け
る
殺
傷
は
。
。
単
に
過
失
こ
し
て
其
責
を
負
ふ
に
止
ま

り
、
別
に
こ
れ
ご
云
ふ
制
裁
が
な
か
つ
陀
、
故
に
武
者
修

行
が
一
入
で
來
π
時
は
試
合
を
損
絶
し
、
一
方
武
者
修
行

者
が
命
懸
で
國
を
出
で
π
の
も
、
宇
面
に
於
て
こ
ん
な
事

が
あ
っ
元
か
ら
で
、
自
分
も
人
事
不
省
に
陥
る
位
だ
か
ら

随
舜
痛
手
を
負
ふ
だ
の
で
あ
る
が
．
元
氣
に
任
せ
て
我
慢

し
て
や
つ
π
云
々
』
ご
あ
り
、
是
に
よ
り
て
見
る
も
、
亦

明
治
初
年
の
頃
に
於
て
さ
へ
、
術
ほ
武
者
修
行
に
撃
つ
る

に
は
決
死
の
畳
悟
を
要
し
、
間
々
遺
骨
に
於
て
麗
さ
る
、

が
如
ぎ
違
例
あ
り
し
こ
ご
を
射
る
べ
く
、
決
し
て
遊
戯
的

第
三
號
　
　
　
嚇
三
〇
　
（
四
七
二
）

の
も
の
に
は
あ
ら
ざ
り
し
な
り
。

　
　
　
　
八
　
武
潜
修
行
の
効
果
及
び
弊
審
ノ

　
最
後
に
武
者
修
行
の
効
果
に
つ
き
て
こ
言
せ
ん
に
。

　
ラ
　
哺
武
者
修
行
な
る
も
の
は
武
業
者
が
自
認
の
道
傷
に
於

　
く
て
修
行
稽
古
す
る
蕩
合
ご
は
其
心
理
駄
態
を
異
に
し
、
決

死
的
の
畳
悟
を
以
て
こ
れ
を
行
は
ざ
る
可
ら
す
、
從
っ
て

武
者
修
行
者
自
身
の
技
術
上
、
心
謄
の
鍛
練
上
に
も
偉
大

な
る
効
果
を
及
ぼ
す
も
の
な
り
、
こ
は
濁
り
武
者
修
行
自
辱

身
の
み
な
ら
す
。
其
相
手
こ
な
る
べ
き
人
も
亦
然
り
巴
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
二
武
者
修
行
の
盛
ん
に
行
は
れ
し
結
果
は
武
藝
家
を
し

　
く
て
常
に
其
稽
古
に
熟
案
せ
し
む
る
の
効
果
あ
り
、
何
ん
こ

な
れ
ば
、
何
時
武
者
修
行
者
の
來
訪
を
受
け
て
道
場
を
躁

繭
せ
ら
る
、
虞
な
し
ご
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
而
し
て
武
者
修

行
者
ε
の
試
合
を
見
學
す
る
の
結
果
は
未
だ
試
合
の
資
格

な
き
未
熟
者
に
聴
し
て
も
大
な
る
朝
戟
を
與
へ
て
錬
謄
錬

技
の
精
勤
を
旺
盛
な
ら
し
む
る
も
の
な
り
。

　
ラ
　
三
戦
國
時
代
よ
り
徳
川
幕
府
草
創
の
時
期
に
於
け
．
右
職

　
（

痴



■

事
に
於
て
は
、
武
者
修
行
者
が
屡
大
な
る
戦
功
を
表
は
し

π
る
こ
ε
あ
り
．
叉
其
武
者
修
行
者
の
墾
加
に
よ
り
て
昧

方
の
士
氣
を
鼓
舞
せ
し
め
陀
る
實
例
に
も
乏
し
か
ら
す
。

導
き
に
引
謹
せ
し
室
町
殿
堂
記
に
天
壌
十
一
年
四
月
十
九

目
松
永
圭
水
面
の
軍
起
呼
國
よ
り
武
者
修
行
に
出
で
來
れ

る
山
内
源
五
兵
衛
な
る
者
の
カ
に
よ
り
て
泉
州
備
前
が
居

城
を
夜
討
に
し
て
こ
れ
に
克
ち
し
こ
ご
見
ゆ
る
は
其
一
適

例
ご
見
る
を
得
べ
し
O

　
ラ
　
四
更
に
智
識
的
方
面
よ
り
之
を
見
る
に
、
當
時
交
通
機

　
く
關
の
登
達
未
だ
充
分
な
ら
す
各
誌
各
藩
は
一
種
の
濁
立
国

の
憂
き
馬
継
に
あ
り
し
世
の
中
に
於
て
は
、
他
國
他
藩
の

事
情
を
知
る
こ
ε
甚
だ
困
難
な
り
し
が
、
諸
國
を
遍
歴
修

行
す
る
武
者
修
行
者
は
他
國
の
人
情
風
俗
は
勿
論
各
藩
の

政
治
の
歌
意
、
地
勢
無
終
等
の
地
理
的
智
識
を
敗
得
し
見

聞
を
贋
む
る
上
に
於
て
少
な
か
ら
ざ
る
利
盆
を
得
泥
る
も

の
な
り
○
而
し
て
是
等
の
武
者
修
行
者
に
接
す
る
人
々
も

其
説
話
を
聴
き
て
略
ぼ
他
國
の
事
情
等
を
も
察
知
す
る
こ

　
　
　
第
三
倦
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
各
に
就
て

ご
を
得
た
る
な
る
べ
し
。
こ
れ
異
る
意
昧
に
於
て
今
日
の

新
聞
紙
或
は
族
行
記
の
類
が
其
適
者
に
與
ふ
る
が
如
き
利

盆
な
レ
し
ご
考
へ
ら
る
O
．

　
　
　
五
最
後
に
多
数
の
廻
國
修
行
者
の
中
に
は
、
其
途
上
に

　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

看
て
良
民
を
苦
し
め
つ
、
あ
る
山
賊
其
他
の
悪
人
を
懲
ら

し
、
良
民
の
猛
難
を
救
ふ
が
如
き
こ
ご
も
亦
だ
少
な
か
ら

ざ
り
し
が
如
し
。
彼
の
演
劇
、
講
談
小
説
の
類
に
此
種
の

事
の
見
ゆ
る
は
も
こ
よ
り
誇
張
附
會
無
稽
の
事
多
か
る
ぺ

け
む
も
、
そ
れ
に
類
す
る
事
實
は
有
勝
の
事
な
り
し
な
り

夏
に
武
者
修
行
の
弊
害
こ
も
看
聾
す
べ
き
点
を
畢
げ
ん
か

　
　
　
一
元
來
武
藝
を
修
得
す
る
目
的
は
技
術
を
磨
き
、
心
膿

　
く
を
錬
り
て
精
紳
上
の
修
養
を
な
す
ご
同
時
に
一
朝
事
あ
る

ご
き
は
圭
君
の
馬
前
に
立
ち
て
功
を
あ
ら
は
す
に
あ
り
し

が
、
職
國
時
代
の
武
者
修
行
者
は
往
々
眞
劔
勝
負
を
行
ひ

し
も
の
に
て
、
こ
れ
が
重
め
生
命
を
失
ふ
が
如
き
は
反
っ

て
其
目
的
に
反
す
る
も
の
こ
見
る
べ
く
。
徳
川
時
代
に
於

て
は
前
代
の
如
く
一
刀
の
下
に
勝
敗
を
決
す
る
翼
創
勝
負

第
三
號
　
　
　
ご
一
一
一
　
（
四
七
三
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
武
者
修
行
に
就
て

は
こ
れ
を
禁
ぜ
ら
れ
π
り
し
も
、
其
勝
負
に
負
け
理
る
遣

恨
に
よ
り
て
、
武
者
修
行
者
を
暗
殺
し
、
爲
め
に
自
巳
も

渥
に
浪
人
ご
な
り
、
若
し
く
は
生
命
を
失
ふ
が
如
き
結
果

を
來
だ
す
こ
ご
も
決
し
て
少
な
か
ら
ざ
り
し
な
り
、
縦
ひ

そ
れ
程
ま
で
に
至
ら
す
ご
も
、
双
方
の
問
に
喧
嘩
を
惹
き

起
し
忍
傷
に
及
ぶ
が
如
き
は
頻
々
こ
し
て
起
り
し
串
來
な

り
、
か
く
て
魁
會
の
安
寧
秩
序
を
棄
し
治
安
の
妨
害
こ
な

る
庭
よ
り
幕
府
及
び
各
藩
に
於
て
も
其
防
止
に
力
め
て
、

種
々
の
規
定
及
び
禁
倉
を
引
く
る
に
至
れ
り
。

　
ラ
　
ニ
武
者
修
行
者
の
多
数
の
内
に
は
叉
彼
等
が
自
身
の
武

　
く
カ
を
悪
用
し
て
反
っ
て
良
民
を
澄
め
配
る
者
も
決
し
て
皆

無
に
は
あ
ら
ざ
り
し
が
如
し
O
此
他
利
害
両
方
面
こ
も
腫

々
の
事
例
は
あ
ら
む
も
今
其
重
な
る
も
の
、
み
を
あ
ぐ
る

に
止
め
て
他
は
省
略
に
從
は
ん
。

　
　
　
　
彪
結
　
　
　
藷

　
以
上
余
輩
は
古
今
の
武
者
修
行
を
詳
叙
し
．
、
種
々
の
方

面
よ
b
其
沿
革
を
槻
察
し
て
、
聯
か
説
明
を
加
へ
だ
り
。

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
ご
二
二
　
（
四
七
四
）

要
す
る
に
、
余
輩
は
武
者
修
行
の
根
源
が
我
が
國
民
性
に

存
す
る
を
認
め
ざ
る
に
非
ざ
る
も
、
其
根
本
動
力
を
以
て

各
時
代
の
肚
會
釈
態
に
製
せ
ん
ε
す
る
も
の
な
り
、
即
ち
，

外
界
の
情
勢
に
刺
激
せ
ら
れ
て
興
隆
し
潮
各
時
代
の
攣
化

に
件
う
て
登
達
墾
遷
せ
る
も
の
に
外
な
ら
す
、
從
っ
て
武

者
修
行
の
盛
衰
興
壌
は
實
に
各
時
代
に
於
け
る
甦
會
歌
態

の
一
反
映
な
り
ご
謂
ふ
こ
ご
を
亡
べ
し
、
即
ち
戦
國
の
混

概
一
翼
の
歌
態
は
武
者
修
行
を
産
出
し
叉
其
殺
伐
な
る
情

勢
は
武
者
修
行
を
し
て
隆
盛
な
ら
し
め
、
眞
劒
勝
負
の
如

き
殺
伐
な
る
試
合
を
現
出
せ
し
め
π
り
、
縛
じ
て
徳
川
の

申
期
に
至
れ
ば
、
泰
李
久
し
く
打
績
き
し
爲
め
、
奢
修
逸

樂
の
情
勢
は
武
者
修
行
を
し
て
殆
ん
ご
中
止
の
衰
蓮
ご
型

試
合
ご
に
化
せ
し
あ
詰
り
し
も
、
其
末
期
に
於
て
海
防
撰

夷
の
聾
盛
ん
な
る
に
從
ひ
、
武
者
修
行
の
頽
勢
｝
・
」
》
に
挽

回
せ
ら
れ
て
、
朋
治
大
正
の
團
隊
的
、
世
界
的
の
新
傾
向

を
も
生
み
幽
回
せ
り
。
さ
れ
ば
武
者
修
行
の
三
遷
盛
衰
は

、
や
が
て
鼻
嵐
會
情
勢
の
攣
化
を
物
語
る
も
の
こ
謂
ふ
べ

き
な
り
。

ら

唱


